
再評価結果（平成２９年度事業継続箇所） 
 

担 当 課：道路局 国道・防災課 
担当課長名：川﨑 茂信      

 
事業名 一般国道９号 多伎

た き

･朝山
あさやま

道路 事業

区分
一般国道 事業 

主体 
国土交通省

中国地方整備局

起終点 自：島根
し ま ね

県出雲
い ず も

市多伎町久村
た き ち ょ う く む ら

 

至：島根
し ま ね

県大田
お お だ

市朝山町朝倉
あさやまちょうあさくら

 
延長 

9.0km 

事業概要  

 一般国道9号は、京都府京都市から山口県下関市までを結ぶ延長約730kmの主要幹線道路である。 

多伎･朝山道路は、島根県出雲市多伎町久村と大田市朝山町朝倉を結ぶ延長9.0kmの自動車専用道路である。

 事業目的は、緊急時の代替路線の確保、現道の隘路区間の解消、観光・医療・物流活動の支援、地域間交

流の促進及び地域活性化を図ることである。 

H18年度事業化 H17年度都市計画決定 H20年度用地着手 H20年度工事着手 

全体事業費 約422億円 
事業進捗率 
（H28年度末見込） 

82％ 供用済延長 0.0ｋｍ 

計画交通量   16,600台/日 
費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ （3便益） 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

(事業全体)  1.7 

 

(残事業)   2.8 
 

     250 / 395 億円 

 事業費：   229/375 億円

 維持管理費：20/ 20 億円

691 / 691 億円 
走行時間短縮便益：   542/542億円 
 走行費用減少便益：   102/102億円 
交通事故減少便益：    47/ 47億円 

平成25年 

感度分析の結果  
(事業全体) 交通量：B/C＝1.5～2.0 (交通量±10％）(残事業) 交通量：B/C＝2.4～3.2 (交通量±10％） 

事業費：B/C＝1.7～1.9 (事業費±10％）         事業費：B/C＝2.5～3.1 (事業費±10％） 

事業期間：B/C＝1.7～1.8 (事業期間±20％）     事業期間：B/C＝2.7～2.9 (事業期間±20％）

事業の効果等 
①円滑なモビリティの確保 
・大田市から出雲空港へのアクセス向上が期待される。 
②国土・地域ネットワークの構築 
・高規格幹線道路「山陰自動車道」に並行する自動車専用道路の一部として位置づけ。 
③個性ある地域の形成 
・島根県東部から石見銀山（H27 観光入込み客数：37.6万人/年）等へのアクセス向上が期待される。 
④安全で安心できるくらしの確保 
・第三次救急医療機関（島根県立中央病院、島根大学医学部付属病院）へのアクセス向上が期待される。 
⑤災害への備え 
・第１次緊急輸送道路である国道9号の代替路線として機能する。 
⑥地球環境の保全 
・CO2排出量の削減が期待される。 
 

 



関係する地方公共団体等の意見

大田市長など３市４町の首長で構成される出雲・江津間高規格道路建設促進期成同盟会など複数の団体から出

雲・湖陵道路の早期完成の要望を受けている。 

 

島根県知事の意見：対応方針（原案）については妥当である。 

一般国道９号多伎・朝山道路については、地域産業の活性化や地域間交流の促進に大きく寄与するとともに、

国道９号の事故・災害時の代替道路機能の確保、救急医療活動の支援に必要不可欠な路線である。既に供用年次

が示されている朝山大田道路は平成２９年度、多伎朝山道路は平成３０年度での確実な供用を図り、その他の路

線についても早期完成を図っていただきたい。 

また、山陰道の未着手区間の早期事業着手、特に計画段階評価中の小浜～田万川間については平成２９年度の

新規事業化を行うとともに、事業中区間の事業促進を図り、２０２０年を目途に山陰道全線の開通を図っていた

だきたい。 

なお、道路利用者から声が上がっているトイレ等の休憩施設について、現道の道の駅への案内誘導等、配慮願

いたい。 

事業評価監視委員会の意見  
・事業者から各事業の概要、評価結果及び対応方針（原案）について説明を受け、事業が適切に実施されているか

審議を行い、次のとおり意見の取りまとめを行った。 

・審議の結果、再評価対象の事業は適切に実施されており、事業継続とすることとした事業者の判断は妥当である

と意見集約した。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  
・H21 年度に山陰自動車道（斐川 IC～出雲 IC 間）が開通。 

・H26 年度に中国横断自動車道尾道松江線及び仁摩・温泉津道路が全線開通。 

・H28 年度に福光・浅利道路が事業化。 

事業の進捗状況、残事業の内容等 
・平成 28 年度末で用地買収の進捗率は 100％見込みである。 

・平成 28 年度末で事業全体の進捗率は 82％見込みである。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
 平成30年度の開通を目指し工事を推進する。 

施設の構造や工法の変更等  

今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。 

対応方針  事業継続 
対応方針決定の理由 
 以上の状況を勘案すれば事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図 

 
 
 
 
 
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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